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検討会 

平成 18年 4月 10日  
 

琵琶湖オオクチバス等防除モデル事業調査検討会 設置要領（案） 
 
（名称） 

１．この会議は、「琵琶湖オオクチバス等防除モデル事業調査検討会」（以下「検討会」

という）と称する。 
 

（目的） 

２．検討会は、琵琶湖（内湖を含む）におけるオオクチバス・コクチバス・ブルーギ

ル（以下「オオクチバス等」という）の防除モデル事業を実施するために、広域的

防除、効果的防除手法、防除計画策定について近畿地方環境事務所長（以下「事務

所長」という）に意見を述べることを目的とする。 
 

（検討事項） 

３．検討会においては次の事項を検討する。 
（１）オオクチバス等の防除の実施に必要な調査に関する事項 
（２）オオクチバス等の防除の実施状況を踏まえた効果的防除手法に関する事項 
（３）その他、オオクチバス等の防除計画策定の推進に必要な事項 

 

（構成） 

４．（１）検討会は、別表に掲げる委員及び関係機関をもって構成する。 

（２）検討会は、必要に応じ、学識経験者等からなるワーキンググループを置くこ

とができる。 

  （３）事務所長は、検討会に委員以外の学識経験者や関係機関等の参画を求めるこ

とができる。 

 

（座長） 

５．（１）検討会に座長をおき、委員の中から互選により選出する。 
（２）座長は検討会の議長を務めるとともに、会務を統括する。 
（３）座長がやむを得ない事由により検討会に出席出来ない場合があるときは、あ

らかじめその指名する委員がその職務を代理する。 
 
（運営・事務局） 

６．（１）検討会の運営に関する事務は、環境省近畿地方環境事務所野生生物課が行う。 
   （２）その他運営に関して必要な事項は検討会で決定する。 
 
（会議の公開） 

７．検討会は原則公開で行う。ただし、貴重な動植物の保護、プライバシーの保護等、

慎重な取り扱いを必要とする情報がある場合は非公開とする。 
 

（附則） 

８．この要領は平成 18年 月  日から施行する。 



別 表

 琵琶湖オオクチバス等防除モデル 

事業調査検討会  委員名簿 

（敬称略五十音順） 
 

久保 明彦 （滋賀県漁業協同組合連合会指導部長） 

 
高橋 清孝  （NPO法人シナイモツゴ郷の会副理事長） 

 
中井 克樹 （琵琶湖博物館主任学芸員） 

 
西野 麻知子 （滋賀県琵琶湖・環境科学研究センター総括研究員） 

 
細谷 和海 （近畿大学農学部教授） 

 
松岡 正富 （朝日漁業協同組合幹事） 

 
 
【関係機関】 

国土交通省琵琶湖河川事務所河川環境課 

 
滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課 

 
滋賀県農政水産部水産課 

 
滋賀県水産試験場       

 
 


